
衣料用人工皮革の縫 目強度 につ いて

糸 と 針 目 数

松 田 歌 子

The Seem Strength on Man-made Leather 

for Clothing 

 For Sewing Thread and Number of Stitche  

                 Utako Matsuda

1緒 言

被服の縫製において丈夫 に縫 うことは重要

な問題である.被 服の新 しい素材 として,近

年需要が多 くなっている衣料用人工皮革の縫

製にっいて も同 じことが言 える.そ こで,衣

料用人工皮革を家庭縫製する場合に適 した糸,

及び ミシンの針目数を選択す るために,縫 目

表1

の切断強度実験を行 った結果 を報告する.

II実 験 材 料

実験材料の諸元は表1の 通 りである.ス エ

ー ドタイプの人工皮革6種 を試料 とした.

3次 元の絡合組織の ものをA,両 面起毛編

布組織のものをB,片 面起毛編布組織の もの

をC,起 毛織布組織の ものをDと し,繊 細の

実 験 材 料 の 諸 元

項目
繊 維 構 成

厚 さ 平面重
糸 密 度(
本数/cm)

硬 軟 度(
mm)

防 し わ 度(
%) }韆蕩

試料 (㎜) (9/c㎡)
Z H ‡ H 2 H ‡ H

絡合不織布
Ap ポ リ手 ステル 十 0.85 0.0236 65 50

一 一 25.8 55.4

ポ リウ レ タ ン

人 An ナ イ ロ ン

絡合不織布
十 0.85 0.0269 / 53 54 78 70 35.6 55.6

ポ リ ウ レ タ ン /
ナ イ ロ ン 両面起毛編布

工 Bnp-1 十 十 0.74 0.0277 55 35 78 75 10.7 62.2

ポ リエ ス テ ル ポ リウ レ タ ン

ナ イ ロ ン 両面起毛編布
皮 Bnp-2 十 十 0.62 0.0249 52 32 78 70 14.5 78.2

ポ リエステル ポ リウレタン

ナ イ ロ ン 片面起毛編布
革 Cnp 十 十 0.54 0.0179 15 13 59 39 72 65 23.3 60.8

ポ リエステル ゜リウ レ タ ン

Dp ポ リエ ス テ ル 片面起毛織布 0.53 0.0191 45 32 38 43 80 76 8.1 10.0

4硬 軟度 はカンチ レバー法によ る
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素材 が ポ リエステルの ものをp,ナ イ ロンの

もの をnと した.

実 験 に用 いた糸 の諸元 は表2の 通 りで,絹

糸,ポ リエステル糸 及 びナイ ロン糸 とした.

た だ し,衣 料用人工 皮革 は ヨコ方 向 の伸 びが

大 き く,更 に編布組織 の もの もあるので,ニ

ッ ト用糸 を加 えて4種 とした.

糸 の太 さは,現 在,絹 糸 は50番 以 外 は入手

不可 能の ため,他 の3糸 もそ れ と同一 とした.

表2糸 の 諸 元

繊 維
太 さ 破断荷重 強度 伸度

㎜ D gf gf/D %

絹 o.zo 192.6 ii'1 4.59 9.9

ポ リエ ス テ ル 0.19 201.6 1050.3 5.21 10.9

ナ イ ロ ン 0.23 207.0 954.5 4.61 18.5

(ニ ッ ト用)
ナ イ ロ ン 0.22 221.4

.,.

4.06 .:

1片 と し,そ の中央 を中表 に2つ 折 りに して

1cmの 縫 代 で ミシンをか ける.次 に,縫 目両

端 の影 響 を さけ るために,左 右 に余裕 を2.5

cmず っ とって,ミ シン縫 目の0.3cm手 前 まで

切 り込 み を入れ,ッ カ ミ幅5cm,ツ カ ミ間隔

20cmと し,D.H.Brain1)に よ るス トリップ法

にて引張試験 を行 った.

針は家庭用皮縫針14番 を用いた.

III実 験 方 法

試験片 は図1に 示す如 く裁 断 した.

試 験片 は図1の 如 く,幅10cm,長 さ32cmを

針 目数 は予備実験 の結果3針/cm,4針/cm,

5針/cmの3種 とした.

縫 製条件 は次 の通 りで ある.

ミシン:電 子速度 制御付家庭 用電 動 ミシ

ン(ブ ラザ ー コンパ ルDX)

回転 速度:600±5回/min

上 糸 張力:110±20gf

下 糸 張力:7.5±1gfで 行 った.

試 験 片 は5枚 連続 した まま縫合 し,縫 合後

1枚 ずつ に切 り離 した.な お,針 の磨 耗 を考

慮 して,針 は50cm縫 合 毎 に新 しい もの に取 り

替 えた.

試 験 機 はイ ンス トロン型 引張試験機 を用 い,

引 張速 度 は150mm/minと した.

試験片 は人工皮革の種類別,糸 の種類別,

針 目数別,布 目方向別(布 目タテとタテの縫

合,布 目ヨコとヨコの縫合)に,そ れぞれ5

回ずつ実験 を行った.(絡 合組織 に布 目はな

いが,文 章の便宜上使用す る)

実験条件は温度30±2℃,湿 度60±5%RH

で行った.

IV実 験結果及び考察

引張 り試験の結果,切 断状況は糸が切れる

場合,糸 及 び縫 目の基布が切れる場合 と,糸

が切れずに縫 目の基布のみ切れる場合があっ

た.そ の度合いにより7段 階に区分 した.

区分は記号で図2中 に示す.

また,細 線は布目タテ縫合の場合,太 線は

・ ・



図2縫 目 強 度

布目ヨコ縫合の場合を示す.

各試料の実験結果は次の通 りである.

試料Ap

Apの 縫 目強度は図2に 示す通 りである.

図2か らApは 布 目タテ縫合 と ヨ コ縫 合の

方 向間 に強度 差 が見 られ,布 目 ヨコ縫合 よ り

タテ縫 合の縫 目強度 が大 で ある.

絹 糸 は タテ,ヨ コ方 向共3針/cm<4針/cm

<5針/cmと,針 目数 の増加 につれて縫 目強度

も増大す るが,合 繊 糸 は4針/cmの 強度 は3

針/cmよ り増大 す るが,5針/cmは4針/cmよ

り低下 す る もの も見 られ る.

従 って縫 目強度 は タテ,ヨ コ共3針/cm,4針/

cmで は 合繊糸 が絹糸 よ り大 であ るが,5針/cm

で は 合繊糸が絹糸 よ り強度 が大 きい とは言 え

ない.

即 ち,絹 糸 と合繊糸 とは異 な る現象 を示 し

て い る.

切 断状況 は3針/cmは 総 て糸切 断で あるが,

4針/cmは 糸切断 と共に縫 目の基布切断(以

後,縫 目布切断 と言 う)が 現われ,5針/cm

は縫目布切断が多い結果である.そ のため合

繊糸5針/cmの 縫 目強度 が低下 した ものと思

われる.

これは,針 目数の増加 と共に糸の縫 目強度

は増大するが,基 布の針貫通孔総面積が大 と

な り,孔 でない部分,っ まり,有 効断面積が

小 となるためと推察 される.

同一縫 目方向内においては合繊糸間に有意

差は認められなかった.

合繊糸 と絹糸のグラフの形のちがいについ

ては後述す る.

布 目タテ,ヨ コの縫目強度のちがいを考察

す るためにApの 切断伸度を図3に よって見

ると次の通 りである.

図3縫 目 の 切 断 伸 度

345

0-一 一 → 針 目 数/cm

布 目タテ縫合の場合,基 布はヨコ方向に引

張 られる.人 工皮革の伸度はタテ,ヨ コの布

目方向問に差があ り,ヨ コに伸 び易い.そ の

ため基布は細 くなるまで伸び,縫 目の糸にか

かる力は徐々に大 きくな り,布 目タテ縫合の

強度が ヨコ縫合よ り大 きくなった もの と思わ

・・



れる.実 際の縫製に当ってはタテ布目の縫合

が多いので,こ れは好 ましい結果である.

次に4針/cmと5針/cmの 切断伸度は殆んど

同程度で差が見 られず,縫 目布切断が多い.

絹糸 も5針/cmで は他 の3糸 と同程度の伸

度で布切れが見 られ る.そ れ故,4針/cm程

度の伸 びが縫製後のApと しては伸長限界に

近 く,縫 目の強度に対 して,ミ シン針で損傷

した人工皮革Apの 強度の限界で あろ うと推

察 され る.

試料An

Anの 縫 目強度は図4に 示す通 りである.

Anの 切断状況 は3針/cm,4針/cmと もす

べて糸切断であり,5針/cmで もナ イロン糸

とポリエステル糸のタテを除いては糸切断で

ある.そ れ故針 目数の増加 と共に強度 も増大

し,原 糸の強度が絹糸よ り大 きい合繊糸の縫

目強度が大である.

ApとAnは いずれも3次 元の絡合組織の も

のであるが,両 者は表1に 示す如 く,繊 維の

素材のみならず物性 も異な り,同 一会社製品

ではな く,絡 合の組成 も異なる2)た め,縫 目

強度及び切断状況に著 しい差が認 められたも

のと思われる.

合繊糸間の縫 目強度に有意差 は見 られない

が,タ テ,ヨ コ方向 ともAnと 同材質のナイ

ロン糸による場合が最大値 を示 している.

ナイロン糸はポリエステル糸よ り破断荷重

が小 さく,従 って縫目強度 も小のはずである

が,基 布 と同材質のため,繊 維の硬 さや伸 び

が融和 しやす く,糸 と布が相殺 しにくい もの

と推察 される.

Apの 場合 もApと 同材質のポリエステル糸

による場合の縫 目強度が他の糸よ り大きい傾

向が見 られる.

表3原 布 の引裂 強 度

Anの 縫 目強度 はApと 著 しく異 った現象 を

示 し,絹 糸,合 繊糸 と も3針/cm<4針/cm<

5針/cmと 著 し く増大 して右上が りのグ ラフ

となった.

Apが タ テ,ヨ コの布 目方 向間 に有意差 が

見 られたの に対 し,Anは 方 向 間 に有 意差 が

認 め られなか った.

試 料 Ap An Bnp-1 Bnp-2 Cnp Dp

引裂強度

(㎏)

た
て
1.22 3.77 1.34 1.03 1.35 5.81

よ
こ
i.zi 2.53 1.61 1.76 1.22 9.08

縫製において縫 目強度が大であることは好

ましいことであるが,基 布の強度 と関連があ

り,縫 目に力がかかった場合,糸 が切れずに

布が切れることは好ましくない現象である.

そこで原布の引裂強度 との関係を検討 した.

各試料の引裂強度をシングルタング法によ

って実験 した結果は表3に 示す通 りである.

その結果,縫 目布切断の出現率は引裂強度

と高 い相関が見 られた.AnはApよ り引裂強

度が大のため縫 目布切断が出現 しに くく,糸

切断 となり,針 目数の増加 と共 に縫 目強度が

増大 したものと思われる.
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試料Bnp-1

Bnp-1の 実 験結果 は図5に 示 す通 りで あ

る.

345

針 目数/翩

Bnp-1は 超微細繊維によ る両面起毛編布

構造である.編 布のため布目方向間の伸度差

が大 きく,縫 目強度差 も著 しい.

布 目タテ縫合はヨコ方向への大 きい伸 びと

原布の引裂強度大のため,針 目数の増加につ

れて縫 目強度は大 とな り,切 断状況はすべて

糸切断である.

布 目ヨコ縫合は,3針/cmは 糸切 のみ,4

針/cmは3針/cmよ り縫 目強度は増すが,合 繊

糸では縫 目布切断が現れ,5針/cmは 殆ん ど

布切れして強度は低下 し,好 ましくない.

Bnp-1の 場合 もAp同 様,絹 糸 は合繊糸

と異なるグラフを示 している.

試 料Bnp-2

Bnp-2の 実験 結果 は図6に 示す通 りで あ

る.

Bnp-2はBnp-1と 同材質,同 組織 で厚

さが異 なるだけであ るか ら,Bnp-]と 殆 ん

ど同様 な傾 向を示 してい る.

試料Cnp

Cnpは 片面起毛編布組織で,実 験結果は図

7の 通 りである.

図7か ら,縫 目方向による強度差が認めら

れるが,タ テ,ヨ コ方向共引裂強度が小 さい

ため,5針/cmで は殆 んど縫 目布切断 とな り,

合繊糸では4針/cmの 場合 よ り強度が低下し

ている.

しか し,絹 糸だけは針 目数の増加 と共に縫

目強度は増大 している.

試料Dp

Dpは 起毛織布組織で,実 験結果 は図8の

通 りである.

Dpは 引裂強度が著 し く大 のた め縫目布切

断は出現せず,縫 目強度は針 目数の増加 と共

一101一



に増 大 し,織 布 と同様 の傾 向3)を 示 した.

以 上6種 の人工 皮革 の縫 目強度実験 か ら,

針 目数 が3針/cm,4針/cm,5針/cmの 場 合,

図7縫 目 強 度

絹 糸は いず れの試 料 において も,針 目数 の増

加 につれ て縫 目強度が増大 して右上 が りの グ

ラフ とな ったが,合 繊糸 では,基 布 の引裂 強

度が小 の ものは4針/cmが 最 大 で,5針/cmの

強 度 は縫 目布 切断が 出現 して低下 し,山 形の

グラフ を示 した.こ れについて考察 す る.

表2よ り,原 糸 の強度 大の1頂は,ポ リエス

テル〉ナ イロン〉ニ ッ ト用 〉絹 であ る.

原 糸 の直径大 の順 は,ナ イ ロン 〉ニ ッ ト用

〉絹 〉 ポ リエステルで ある.

原 糸 の伸度大 の順 は,ナ イ ロン〉ニ ッ ト用

〉 ポ リエステル〉絹 で ある.

縫 目の基布切断状 況 は図9に 示 す如 く考 え

られ る.

図9の 白色U形 部分と中心の丸形斜線部分

は,布 と糸 との組み合わせを示す.

a図 の中心の丸 は太い糸,b図 の中心の小

丸は紺い糸,ま たは伸びて細 くな った糸 を示

す.

中心丸の太い方は鈍刃で切る場合,中 心丸

の小 さい方は鋭利な刃物で切る場合 と考 えら

れ る.

糸や基布が伸びて細 くなると接触面が小 と

な り,接 触面において単位面積の受ける力は

大 とな り,刃 先的効果によって中心の丸が小
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さくなる程,U型 部分 は切断 され易 くなる.

絹糸は実験に用いた4種 中,糸 自身の強度

は最小であるが,伸 度が小 さいため糸が細 く

な りにくく,上 の考 えか らすれば鈍刃 とな り,

布 を切る度合いが少ないため,引 裂強度が小

さい基布においても,布 を切 る度合いが少な

く,合 繊糸 と異なり右上が りのグラフになっ

た もの と思われる.

合繊糸は糸の強度が大きく,伸 び易いため,

細 く強い糸は鋭利な刃物のように基布を切断

す るため,縫 目布切断の出現が大 となったも

のと推察 される.

また,針 孔端の切 り欠き部分には応力が集

中し易い4)た め,切 断は更に加速 される もの

と考 えられる.

ニッ ト用糸はいずれの試料において も他の

合繊糸 と同様の傾向を示 し有意差は認められ

なか った.

Vま と め

人工皮革の縫製に適 した糸及び ミシンの針

目数を選定するために,縫 目の強度実験 を行

った結果 をまとめると次の通 りである.

(1)人 工皮革の縫目強度 は布 目方向によっ

て差があり,タ テ布 目の縫合が ヨコ布目

縫合の場合より強度が大である.

(2)引 裂強度の大 きい人工皮革は,本 実験

内の針 目数では,針 目数の増加 につれて

縫 目強度は大 となる.こ れは織布の場合

と同様である.

(3)引 裂強度の小 さい人工皮革の縫目強度

は,本 実験 内の針 目数では,絹 糸は針目

数の増加につれて強度が増大 して右上が

りのグラフになるが,合 繊糸では針 目数

が多 くなると縫目の基布切断が出現 して,

4針/cmよ り5針/cmの 強度が小 とな り,

山形のグラフになる場合が多い.

(4)基 布 と同材質の糸 を用いた場合,概 し

て縫 目強度は大 きい傾向である.

それ故,衣 料用人工皮革の地縫いの針 目数

は,人 工皮革の厚さも考慮す ると引裂強度が

大 きい場合は4針/cm位,引 裂強度が小 さい

場合は4針/cmが 限界で,そ れ よりやや針目

数を少な くす る方がよいと言 える.

糸は基布 と同材質のもの を用いることが強

度 も大 きく,後 の処理上か らも好ま しい.し

かし,絹 糸は引裂強度が小 さい人工皮革の場

合で も基布を損傷する度合いが小 さいので,

後の処理 を注意すれば好ましい糸であること

がわかった.

終わ りに本実験 に際し,御 懇切なる御指導

を賜わ りました石毛 フ ミ子先生に厚 く御礼申

し上 げます.
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